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ネットワークを築いていたことが明らかにされた点も重要な指摘である。  
 このように本論文の功績は多くあるが、体裁や論述方法において問題となる点も認めら
れる。引用論文の当該箇所を註記で引く場合に著者名、論文名等を繰り返し記しているが、
参考文献表に参考論文表を付加して効率良く示したほうが良い。辞書類からの単純な援引
を本文として示すことも本文の疎密を作ってしまうので思わしくない。誤字・脱字、ある
いは文章における主語と述語の関係で違和感のある箇所が散在しているので、それらの訂
正が必要である。地の文において、旧字、略字等の混在が見られるが、統一した方がよい。
また、慈雲尊者の伝記は岡村圭真氏の研究に拠っているようであるが—岡村説の訂正は見
られるが—その点がはっきりと明記されていない。なお、慈雲の生涯については、『密教
大辞典』の中でも詳しく説明されているし、その他の研究もあるが、なぜ岡村氏の研究を
主として参照したのかが不明瞭である。さらに、付録として巻末に示された目録の比較表
は便利ではあるが、小さくて読みづらいので、もっと大きくした方がよい。目録の比較か
ら言える点についても本文中でさらに詳細に分析して欲しかった。  
 このように細部には種々問題点も認められるが、論文自体の価値を損なうものではない。
本論文は、実体のほとんど知られていなかった『梵学津梁』の全体像と編纂過程を初めて
明らかにし、さらに、その中から『阿弥陀経』『普賢行願讃』『金剛般若経』の梵文写本
を解読して、その資料的価値を認める分析を行ったことは大いに評価できる。よって、本
論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
